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本日、ご審議いただく内容

１.評価対象区間 ・・・ ２
２.計画段階評価手続きの進め方（案） ・・・ ４
３.政策目標の設定 ・・・ ６
４.複数案の設定 ・・・２２
５.意見聴取方法（案） ・・・３７
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１．評価対象区間



3１．評価対象区間

○下関北九州道路は、下関市、北九州市の都心部を結び、関門地域における既存道路ネットワークの課題の
解消や関門トンネル・関門橋の代替性の確保、さらには循環型ネットワーク形成による関門地域の一体的発展
を目的とした道路。

【対象区間位置図】

評価対象区間
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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下関北九州道路の具体化

に向け､地域・道路交通の現

状・課題、道路のあり方等を

検討

【構成メンバー】

山口県、福岡県

北九州市、下関市

(一社)中国経済連合会

(一社)九州経済連合会

国土交通省

中国地方整備局

九州地方整備局

２．計画段階評価手続きの進め方（案）

中国・九州地方
合同小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取した

意見内容の確認

◆地域等の意見を

踏まえた対応方針

（案）の検討

地 方 小 委 員 会

対
応
方
針
の
決
定

（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

中国・九州地方
合同小委員会

【審議事項】

◆計画段階評価

手続きの進め方(案)

◆地域から聴取した

意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取

方法

意見聴取

【意見聴取内容】

○複数案

○評価項目

○複数案の比較評価

（質問内容）

対策案を検討する

際に、重視すべき

事項

今回【地域による調査】 【国による調査】

高
度
か
つ
専
門
的
知
見
が
必
要

下関北九州道路

調査検討会

（H29.5～H31.3）

下関北九州道路

計画検討会

（R1.9～）

※意見聴取実施

下関北九州道路の具体化

に向け、広域的な視点から

の整備効果や海上部の概略

構造について検討

【構成メンバー】

国土交通省

中国地方整備局

九州地方整備局

山口県、福岡県

北九州市、下関市
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３．政策目標の設定



7３－１．地域の現状と課題＜暮らし＞ 下関北九州道路調査検討会資料より作成

○下関市、北九州市ともに人口が減少傾向。特に、下関市中心部（本庁地区）、彦島地区等で著しい減少。
○海峡を挟んで１２０万人を超える都市圏を形成しており、下関市～北九州市間の通勤・通学の往来が１日あたり

約１万人あり、下関市-戸畑・若松方面の通勤・通学の往来は増加傾向。
○小倉都心部に商業施設が集積。下関市民は買物目的での北九州市への来訪が多い。

■主要施設の立地状況

■下関市～北九州市間の主な移動目的・経路

通勤・通学

買い物

病院

レジャー

親戚や友人・

知人の訪問

業務(営業、

貨物配送等)

その他

4.9%

22.0%

68.1%

0.5%

15.0%

9.4%

9.2%

62.7%

4.4%

45.2%

25.8%

7.6%

7.4%

2.7%

北九州市民は「レジャー」
目的での下関への移動
が多い

80% 40% 0% 0% 40% 80%
資料：Ｈ25住民アンケート

資料：国勢調査

下関市から戸畑、若松
方面などの通勤者通学
者数が約1割増加

■下関北九州地域の地区
別人口の伸び(H27/H7)

■下関市から北九州市への
通勤・通学流動の伸び(H27/H7)

【北九州市⇒下関市】 【下関市⇒北九州市】

両市中心部からの
30分圏域（現状）

通勤・通学者

約１万人/日

下関市民は「買い物・レジ
ャー」目的での北九州市
への移動が多い

下関市の彦島地区、
本庁地区、豊北町等
で著しい人口減少

資料：国勢調査



8３－１．地域の現状と課題＜産業・物流＞

○広域物流を担う港湾施設、鉄道貨物駅が立地するが、高速道路網からの利便性が低い施設が存在。
○北九州市の日明、洞海湾、響灘地区、下関市の彦島西山・福浦、長府扇町、長州出島地区等に工場が集積し

産業拠点を形成。これら産業拠点での企業間取引があるが、関門橋・関門トンネルでの問題・不満が多い状況。

■関門橋・関門トンネルに対する問題・不満の有無

■下関市と北九州市の企業間取引の状況

資料：H25企業アンケート結果

問題・不満ない
39%

問題・不満ある
61%

関門トンネルの渋滞・

通行止め、周辺道路

の渋滞、目的地までの

迂回等の問題や不満

資料：H27福岡県ヒアリング調査結果

下関北九州道路調査検討会資料より作成

■物流拠点、工業団地等の立地状況

※物流拠点：港湾施設※1と鉄道貨物駅※2を物流拠点として設定



9３－１．地域の現状と課題＜観光＞

○観光入込客数は、北九州市が増加傾向であるのに対し、下関市では横ばい傾向。
○両市に寄港するクルーズ船は増加傾向にあるが、両市を周遊するクルーズ船バスツアーは非効率な状況。
○両市の観光施設の移動性を高め、地域全体の観光ポテンシャルを高めることが必要。
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■下関北九州地域の観光客数の推移

資料：福岡県観光入込客推計調査（H17-H27） 、山口県観光客動態調査（H17-H27）

山
口
県
・
福
岡
県(

千
人)

北九州市の観光客
数は増加傾向

下関市の観光客数は近年横ばいの傾向

福岡県

山口県

北九州市

下関市

■主要観光施設の分布、クルーズ客船の主なツアールート

※山口県観光統計、北九州市の観光統計で
観光客が10万人以上の観光地

※

■クルーズ客船入港実績推移

クルーズ船寄港が増加傾向

下
関
市
・
北
九
州
市(

千
人)

クルーズ船寄港が増加傾向

資料：H29年度概略ルート等検討業務報告書(福岡県)

＜下関港＞

＜北九州港＞

資料：H17～H30：九州クルーズ振興協議会、R1：国土交通省 九州クルーズレポート2020（1月号）

下関北九州道路調査検討会資料より作成 ※一部ﾃ゙ ﾀーを更新



10３－１．地域の現状と課題＜広域的な視点＞

○九州は、自動車産業や農畜水産業が基幹産業であり、自動車部品や農畜水産品の輸送は関門海峡を渡って
行われている。

下関北九州道路計画検討会資料より作成

○海峡を横断する自動車部品 ○農畜水産品を全国へ供給

長崎県

30%

福岡県

30%

佐賀県

15%

熊本県

12%

その他

12%

いちご
2.9千トン

全国
10.6兆円

全国
975万台

産出額の全国シェア1）

九州
2.2兆円（20%）

九州の全国シェア2）

人 口 １割

総生産額 １割

製造品出荷額の内訳2）

九州・山口
187万台（19%）

自動車組立工場５社 関連企業は７００社以上

関西市場のシェア5）

本州へ

東京市場のシェア4）

ハウスみかん

全国

九州・山口
30.2兆円

1）九州経済産業局、自動車メーカーHP 台数はH30年度の数値
2）工業統計（H30）
3）図説 九州経済2020

自動車生産台数の全国シェア1）

本州へ

加工組立型
11.5兆円（38%）

自動車産業は
九州の一大産業

全国シェア
約２割

自動車部品・完成車
の調達・供給

全国シェア
約２割

自動車関連企業の立地状況と輸送の流れ3）

1）生産農業所得統計（H30）、漁業産出額（H29）
2）国勢調査（H27）、県民経済計算（H28）
3）作物統計（H30）、生産農業所得統計（H30）、海面漁業生産統計（H30）
4）東京都中央卸売市場年報（H31）
5）大阪府中央卸売市場年報（H31）

農畜水産品の流通の流れ3）

いちご

全国

とまと

全国

ブロイラー

全国

熊本県

22%

栃木県

16%
愛知県

9%
千葉県

8%

その他

46%

とまと
8.1万トン

長崎県

35%

大分県

12%愛媛県

10%

高知県

6%

その他

37% ぶり
2.0千トン

ぶり類

全国

肉用牛

全国

博多港
（トヨタ、ダイハツ） 中津港

（ダイハツ）

苅田港
（日産）

国内へ

日産自動車九州

日産車体九州

トヨタ自動車九州 宮田工場

ダイハツ九州 大分（中津）工場

海外へ

マツダ 防府工場

新門司港
（トヨタ）

海外・国内へ

自動車メーカー（完成車組立）
自動車エンジン工場等
主要サプライヤー
港湾
出荷経路

事業所数（市区町村別）



11３－２．道路の現状と課題

○関門橋及び関門トンネルでは自然災害や事故、補修工事等による通行止めが発生しており、通行止めによる
著しい交通渋滞が市民生活や企業活動へ大きな影響を及ぼしている。

①通行止め（災害時・通行止め時の代替機能）

下関北九州道路計画検討会資料より作成

小倉駅

下関駅

渋滞で物流網が混乱し、大手
自動車工場で、５割程度の生産
停止等が発生しました。

（製造業）

（バス事業者）

少しあった
22％

なかった
26％

約７割の企業で影響あり

平常時

約36分

約160分

通行止め時

約4倍

関門橋
約3時間通行止め

年度
通行止め回数

関門橋 関門トンネル

H26 0 226

H27 4 289

H28 2 235

H29 1 207

H30 2 198

2日に
1回以上

影響が
あった
52％

問：H30.7豪雨時の企業活動への影響について

60km/h 以 上

60km/h 未 満

50km/h 未 満

40km/h 未 満

30km/h 未 満

20km/h 未 満

10km/h 未 満

サンプル未取 得

通行止め

H30.7.6豪雨における通行止め時の移動時間（小倉駅→下関駅）3）

H30.7.6豪雨時の市民生活、企業活動への影響4）

○通行止め回数および渋滞状況

通行止め回数1） H30.7.6豪雨における通行止め時の渋滞状況2）

1）通行止め回数：NEXCO西日本
2）ETC2.0プローブ（H30.7.6（金）9：00～10：00）

3） ETC2.0データ 平時時：H30.6.29 17時台 関門自動車道-北九州高速経由ルート
通行止め時：H30.7.6 17時台 関門自動車道（下関IC～門司港IC）～国道199号経由ルート
（下関北九州道路整備促進期成同盟会・下関北九州道路建設促進協議会パンフレット）

4）福岡県 北九州市の企業を対象にH30.7豪雨による高速道路等の通行止めの影響調査を実施 回答企業179社

関門トンネル周辺の渋滞状況

国道や県道の大渋滞により、
バスのダイヤがつながらず、
運休便が多数発生しました。
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②迂回 ③渋滞

３－２．道路の現状と課題

・両市間の移動は関門トンネルなどへの
大きな迂回が必要

・両市を結ぶルート上の主要交差点では交通混雑が発生。

○両市の中心部間は大きな迂回が必要（直線距離の約2倍の道路距離）。
○両市の中心部、及び両市を接続する国道3号、関門トンネル等では渋滞が発生。

②迂回、③渋滞

＜渋滞状況＞

①国道2号関門トンネル
（下関側）

②国道3号
（三萩野交差点）

②

①

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査、山口県道路交通渋滞対策部会、福岡県交通渋滞対策協議会
小倉都心－下関市街地のアクセス

両市中心市街地のアクセスに

大きな迂回が発生
直線
距離

道路
距離

約10km

約20km

下関北九州道路調査検討会資料より作成



13３－３．意見聴取の概要

■意見聴取期間

平成３０年 １１月１９日（月）～平成３０年 １１月３０日（金）

■意見聴取の実施状況

対象 意見聴取方法 実施期間 対象の詳細 回収状況

住民 アンケート
平成３０年１１月１９日（月）

～１１月３０日（金）

下関市 2,000世帯
北九州市 2,000世帯

→計 6,812人

2,108人

企業・団体※ アンケート
平成３０年１１月１９日（月）

～１１月３０日（金）

下関市 263社
北九州市 249社

→計 512社

238社

○意見聴取は山口県・福岡県・北九州市・下関市等が住民、企業・団体に対して、道路の課題や下関北九州道路
のあり方などを把握することを目的に、アンケート調査を実施。

■主な把握内容

①地域の道路の課題：下関市～北九州市間の移動における課題
②下関北九州道路のあり方：下関・北九州地域の更なる経済発展のために、どのような役割をもつ道路が必要か
③ルート検討時に重視すべき事項：下関北九州道路のルートを検討する際に、何を重視すべきか
④構造形式検討時に重視すべき事項：下関北九州道路の構造形式を検討する際に、何を重視すべきか

※アンケートを実施した業種：農業・林業、漁業、建設業、製造業、卸売業など17業種を対象に実施。

下関北九州道路調査検討会資料より作成



14

■アンケート実施内容

３－４．意見聴取の実施状況 ～アンケート内容～ 下関北九州道路調査検討会資料より作成



15３－５．意見聴取の実施状況 ～広報～

■広報

対象 内 容

①ホームページ ：山口県、福岡県、北九州市、下関市ホームページを開設

②広報ポスター ：市役所等に提示

③パンフレット ：市役所等に提示

①ホームページ

③パンフレット

②広報ポスター

下関北九州道路調査検討会資料より作成



16３－６．意見聴取の結果＜地域の道路の課題＞

○地域住民・企業等ともに両市を自動車で行き来する人の約８割が、｢交通混雑」に課題があると回答。
○「通行止めが多い」、｢大きな遠回りによる移動」についても課題と回答した人の方が多い。

【質問】下関市～北九州市間の移動において、以下の課題についてどう思いますか？
（５段階評価：そう思う・ややそう思う・どちらでもない・あまりそう思わない・そう思わない）

項目

通行止め
が多い

住民

N=665

企業

N=150

大きな遠回り
による移動

住民

N=662

企業

N=150

交通混雑

住民

N=668

企業

N=151

※下関・北九州地域を月に数回以上行き来する自動車利用者の回答を集計したもの

思う 43%

思う 52%

思う 51%

思う 49%

思う 76%

思う 81%

下関北九州道路調査検討会資料より作成

思わない 31%

思わない 23%

思わない 28%

思わない 24%

思わない
10%

：そう思う ：ややそう思う ：どちらでもない ：あまりそう思わない ：そう思わない

40%

34%

26%

24%

14%

12%

41%

42%

23%

27%

38%

31%

9%

13%

27%

21%

25%

26%

7%

9%

19%

20%

16%

26%

3%

2%

5%

8%

7%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思わない
11%



17３－６．意見聴取の結果＜地域の道路の課題＞

■自由意見

○「混雑の解消」や「遠回りの解消」、「通行止めの対策」の意見やその他、道路全般に関する意見（ETCの設置、
車線数の拡大、信号時間の改善など）も寄せられた。

【質問】下関市～北九州市間の移動において、以下の課題についてどう思いますか？

■関門トンネル付近に住んでいるが渋滞が激しく日常生活に支障をきたしている。
■渋滞、通行止めが多く困る。他のルートを早急に建設して下さい。
■事故の際トンネル入り口の混雑、国道2号迄に混雑が多い。
■いつも遠回りしていると思っていて面倒に感じる。
■トンネルの渋滞が多すぎる。通行止めになる回数も。
□関門トンネルにETCを設置していただきたい。
□横断歩道の信号の時間が短くて怖い。ラッシュなどの通勤時間は仕方ないがそれ以外の時間はもう少しど

うにかならないのか。
□2車線→1車線への制限が多い
□現行の橋で充分。不自由を感じない。

＜地域住民（意見数 223件）＞

＜企業・団体（意見数 13件）＞

■橋、トンネルが通行止めになれば下関へ渡る手段がない。
■関門トンネルは片側1車線がために通行止めが生じている。関門橋は風雪による通行止めが生じている。

これらの障害を可能な限り除去願いたい。
■関門橋が事故等で通行止めの際、渋滞が広範囲となり、移動が困難な状況となっている。
□門司港-小倉間をバスで移動すると時間がかかりすぎる。JRは日中本数が少ない。
□国道199号の片側1車線区間の2車線化

■：「混雑の解消」、「遠回りの解消」、「通行止めの対策」に関する意見

地域への意見聴取結果より作成



18３－６．意見聴取の結果＜下関北九州道路のあり方＞

○「暮らし」「産業・物流」「観光」に対する役割が必要といった回答が約3割～約6割。
○「災害時における既存道路の代替機能の確保」が必要といった代替路に関する意見が住民・企業ともに約6割。

【質問】下関・北九州地域の更なる経済発展のために、どのような役割をもつ道路が必要だと思いますか？（複数選択可）

62%

34%

53%

56%

57%

38%

38%

43%

0% 20% 40% 60% 80%

【暮らし】

両市の中心部を近づける
ことで、交流人口の増加、

生活圏の拡大を図る

【産業・物流】

多重性を確保し、
円滑で安定した物流を実現

【観光】

海峡を跨いだ循環型周遊
ルートを形成

【代替路】

災害時における「関門橋」
や「関門トンネル」の代替路

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ）としての機能を有する

項 目

両市間の交流人口の
増加や生活圏の拡大

円滑で安定した物流
ルートの形成

地域観光の振興

災害時における既存
道路の代替機能の確保

住民(N=2,108) 企業・団体(N=238)

下関北九州道路調査検討会資料より作成



19３－６．意見聴取の結果＜下関北九州道路のあり方＞

■自由意見

【質問】下関・北九州地域の更なる経済発展のために、どのような役割をもつ道路が必要だと思いますか？

○全体的にスムーズな流れとなる道路、産業・物流に役立つ道路（国際物流拠点の発展、大型重機が利用できる
道路など）、防災面の安心安全な道路・多重性といった代替路に関する意見が寄せられた。

■都心部、市街地での渋滞が緩和され、全体的にスムーズな流れとなるよう役立つ道路
■関門トンネルの代替路の確保は必要。
■国際物流拠点として発展するため港とのアクセスが重要
■せっかく道路をつくるなら観光に役立つような配慮が必要と思う。
■大型重機の移動も出来るようにしてほしい。
■小倉から下関に直行できるルート。
■安心・安全な道路。交通網の多重化。
□山陰方面にスムーズに行ける道路。
□新道路によって地元（彦島）が素通りとなり経済が疲弊しない様に願う
□通行費を無料にして流通コストを下げるべき。
□両市ともに人口減なのでこれ以上の道路は不要。新ルートを造ったところで経済発展などしないと思う。
□今のトンネルと橋で充分と考えます。
□現在ある道路で十分だと思う。新たな道路は必要ありません。

＜地域住民（意見数 84件）＞

＜企業・団体（意見数 3件）＞

■災害特に大規模なものを想定すると早期の整備が必要と考えます（本州～九州として）
■新たな物流道路建設（第2関門橋、トンネル等）
□計画の必要なし

■：「暮らし」、「産業・物流」、「観光」、「代替路」に関する意見

地域への意見聴取結果より作成



20３－７．下関北九州道路のあり方

下
関
北
九
州
道
路
の
あ
り
方

地域の意見

○地域住民・企業等ともに約６割が「災害時に既存道路（関門橋・関門トンネル）の代替機能の確保」と回答。

○地域住民・企業等ともに「両市間の交流人口の増加や生活圏の拡大」、「円滑で安定した物流ルートの形成」、「地域

観光の振興」の回答もあり。

両市の中心部を近づけることで、

交流人口の増加、生活圏の拡大を図る

海峡を挟んで連携する下関北九州地域において

暮
ら
し

本州や九州の玄関口である多様な産業・物

流の拠点の連絡性を高め、多重性を確保し

、円滑で安定した物流を実現

産
業
・物
流

関門海峡のまわりに点在する観光資源を有

機的に繋げ、海峡を跨いだ循環型周遊ルー

トを形成

観
光

災害時における「関門橋」や「関門トンネル」の

代替路（バイパス）としての機能を有する

代
替
路

○地域の意見を踏まえ、「暮らし」「産業・物流」「観光」に加え、「代替路」の4つを下関北九州道路のあり方として設定。

下関北九州道路調査検討会資料より作成



21３－８．政策目標の設定

地域の現状と課題 道路の要因 政策目標

①両市の中心部を近づける
ことで、交流人口の増加、
生活圏の拡大を図る

④災害や事故、補修工事等
による通行止め時におけ
る「関門橋」や「関門トンネ
ル」の代替路（バイパス）
としての機能を有する

②本州や九州の玄関口で
ある多様な産業・物流の
拠点の連絡性を高め、
多重性を確保し、円滑で
安定した物流を実現

③関門海峡のまわりに点在
する観光資源を有機的に
繋げ、海峡を跨いだ循環
型周遊ルートを形成

①暮らし
○下関市、北九州市ともに人口が減少傾向。特に、下関市中心部（本庁地

区）、彦島地区等で著しい減少。
○海峡を挟んで１２０万人を超える都市圏を形成しており、北九州市～下関

市間の通勤・通学の往来が１日あたり約１万人あり、下関市-戸畑・若松
方面の通勤・通学の往来は増加傾向。

○小倉都心部に商業施設が集積。下関市民は買物目的での北九州市へ
の来訪が多い。

④代替路
○関門橋及び関門トンネルでは自然災害や事故、補修工事等による通行

止めが発生しており、通行止めによる著しい交通渋滞が市民生活や企業
活動へ大きな影響を及ぼしている状況。

②産業・物流
○広域物流を担う港湾施設、鉄道貨物駅が立地するが、高速道路網からの

利便性が低い施設が存在。
○北九州市の日明、洞海湾、響灘地区、下関市の彦島西山・福浦、長府扇町

、長州出島地区等に工場が集積し産業拠点を形成。これら産業拠点での
企業間取引があるが、関門橋・関門トンネルでの問題・不満が多い状況。

③観光
○観光入込客数は、北九州市が増加傾向であるのに対し、下関市では横

ばい傾向。
○両市に寄港するクルーズ船は増加傾向にあるが、両市を周遊するクルー

ズ船バスツアーは非効率な状況。
○両市の観光施設の移動性を高め、地域全体の観光ポテンシャルを高め

ることが必要。

○両市中心部間の移動は、大きな
迂回が生じている。

（走行距離は直線距離の２倍）

○下関市と北九州市街地を結ぶ国
道2号、国道3号では旅行速度が
低い状況。

○関門トンネル等では、事故や補
修工事による通行止めが多発。

○災害時の移動時間は平常時の
約4倍であるなど代替性が確保さ
れていない状況。

○広域物流を担う港湾施設、鉄道
貨物駅から高速道路網へのア
クセスが低い。

○海峡を挟んだ産業拠点間のア
クセスが低い。

○両市の観光地間の移動は、大き
な迂回が生じている。

○両市を結ぶ関門トンネル等で交
通混雑が発生。



22

４．複数案の設定



23４－１．政策目標の設定（対策案の検討）

【暮らし】
両市間の行き来を容易にす

ることで、交流人口の増加と

生活圏の拡大を図る

○地域課題や将来像等を踏まえ、４つの政策目標を設定し、これら目標を達成するための対策案を検討。

■政策目標の設定

地域の現状と課題

道路・交通の現状と課題

地域の将来像

政策目標

１．両市の中心部を近づけることで、交流人口の増加、生活圏の拡大を図る

２．本州や九州の玄関口である多様な産業・物流の拠点の連絡性を高め、多重性を確保し、円滑で安定した
物流を実現

３．関門海峡のまわりに点在する観光資源を有機的に繋げ、海峡を跨いだ循環型周遊ルートを形成

４．災害や事故、補修工事等による通行止め時における「関門橋」や「関門トンネル」の代替路（バイパス）
としての機能を有する

■対策案の検討

別線整備の対策案を検討

【家屋への配慮】

【生活環境・自然環境・景観への影響】

【施工中の影響】

基本コンセプト：本州と九州の人流・物流及び経済活動の活性化を支える大動脈、災害時の代替路としての
機能・役割を担い、循環型ネットワーク形成による暮らし、産業・物流、観光、渋滞緩和など
地域の発展の支援を目指す。

○対策案を検討する上での配慮事項

【産業・物流】
産業・物流拠点を効果的に

つなげることで、円滑で安定

した物流ルートを形成

【観 光】
関門海峡のまわりに点在する

観光資源を享受できる循環

型周遊観光ルートを形成

【代替路】
災害や事故、補修工事等に

よる通行止め時の代替路を

確保し、信頼性の高いネット

ワークを構築

調査検討会・計画検討会

【経済性への配慮】



24４－２．構造形式の設定＜地域による調査概要＞

○地域住民・企業等が求める「異常気象時や災害時に通行規制が少ない道路」や「快適に走行又は解放感のある
道路」、「車両の重さ、高さ、積載物等による通行制限が少ない道路」を考慮すると、気象の影響を受ける可能性
があるものの、橋梁案が比較的優位。

○今後は、今回の基礎的検討を踏まえ、地質等の詳細な調査を実施するとともに、高度かつ広範な専門的知見を
もって検討を深め、構造形式を検討することが必要。

下関北九州道路調査検討会資料より作成

：地域への意見聴取（H30）により特に重視すべきと評価された項目

評価指標
橋梁 トンネル

吊橋工法 シールド工法 山岳工法（NATM） 沈埋工法

道
路
の
機
能

車両の通行制限
タンクローリー等の

危険物積載車両が通行可能
タンクローリー等の危険物積載車両は通行不可

異常気象による
通行規制

気象の影響を受ける 気象の影響を受けない

地震時（断層変位）の
影響

ケーブルによる吊構造であり、
断層変位による影響を受けにくく

短期間で機能回復を図ることが可能

地盤と一体構造であり、断層変位による影響を受けやすく
短期間で機能回復を図ることが困難

走行の快適性、
開放感

走行の快適性や開放感が確保可能 開放感の確保が困難

観光資源としての
機能

ランドマークとして観光振興に寄与 換気塔を展望台とするなどの工夫により観光資源となる可能性あり

施
工
性

航行船舶への影響
基礎部や主塔工事の資材運搬時等に

航行船舶への影響有り
航行船舶への影響無し

掘削・据付の作業時に、
航行船舶への影響有り

周辺環境（海上等）
への影響

濁水の発生等について懸念有り 周辺環境（海上）への影響無し
濁水の発生等について

懸念有り

そ
の
他

海峡部における
類似事例

事例有り 事例有り 事例は有るが少ない 事例有り

○道路交通等へ与える影響（構造形式・工法毎の特徴の整理）



25４－２．構造形式の設定

○海上部の地質状況は、岩盤が主体。周辺には小倉東断層等の活断層が存在する。
○有識者への意見聴取の結果、当該地域における活断層の有無、位置、変位量等については不明確であるた

め、活断層の不確実性を踏まえた海上部の概略構造検討が必要。

①地質（断層）条件

下関北九州道路計画検討会資料より作成
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小倉断層

No.1 No.2

GH=2.5
1m

L=55.0
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4m

L=61.0
0m

Toi

K-18

GH=-10
.42m
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00m

K-15投
影

GH=-5.
37m

L=61.0
0m

K-17

GH=2.8
3m

L=140.
00m

K-10

L=60.0
0m

関門航路

・岩盤が主体の地質構成

（下図の着色部が岩盤層）

地 質 凡 例

第四紀

埋土・盛土

沖積層

古第三紀

芦屋層群・山鹿層

大辻層群
遠賀層

出山層

未区分層

白亜紀
花崗斑岩(貫入岩)

関門層群

地層境界線
断層

向斜軸

b

al

Tay

T

Gp

Mk

Too

Toi

1) H18関門海峡道路構造検討業務、九州幹線道路調査事務所、H19.3

岩盤における局所的な
断層変位のイメージ

○海上部の地質状況

○有識者意見2)（今年度調査）

○周辺の地質状況

出典：地域評価のための活断層調査（九州地域）H26年度成果報告書

図１ 周辺地域の地質と活断層の位置 （国立研究開発法人産業技術総合研究所、H27.5）

※太線は活断層（破線は推定、点線は海上部および地質断層の伏在部）

←下関側

小倉側→
海峡部地質縦断図1)

2)国の研究機関、地質に精通した学識経験者の意見

・既存の調査結果から、当該地域には断層帯が存在すると

目されており、断層位置や変位の程度等、道路整備におい

て、それらの影響を考慮するための調査が必要。

・変位量はﾄﾚﾝﾁ調査から推定する方法もあるが、海上部は

実施困難。どのような調査でも、変位量を推定することは

困難で不確実性が残る。

・岩盤主体の地質構成では、断層変位が局所的に生じる

可能性あり。

下関市側の地質状況

関門航路

山
鹿
層

海底の地質状況

関門層群の凝灰質礫岩が露出



26４－２．構造形式の設定

○通行車両ならびに航行船舶の安全性確保のため、断層変位に対して、落橋させないことが必要。
○地質（断層）調査は航路外で、かつ主塔位置等での調査となるため、期間が短く、船舶への影響は小さい。
○断層変位が生じた場合、吊橋はケーブルで吊られた柔構造であり、断層変位による影響を受けにくいため柔

軟な対応が可能。

②断層リスクへの対応（橋梁案）

下関北九州道路計画検討会資料より作成

提供：本州四国連絡高速道路(株)

大阪湾

産総研：活断層ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより

凡 例 ：活断層

兵庫県南部地震（1995年）
・橋軸方向に約1mの断層

変位が発生。
・主部材（主塔、ケーブル）

に損傷無し。

橋梁の地質（断層）調査における影響

断層位置
の調査

（音波探査
＋

ボーリング）

調査箇所 主塔周辺（4箇所；航路外）。

調査範囲 調査範囲が限定的（主塔等）。

調査期間1) 短期間での調査が可能（主塔等）。

船舶への
影響

航路外に設置する主塔周辺での調査となる
ため船舶への影響は小さい。

1)海峡部におけるボーリング調査は１ヶ月/本程度を要する。

1m程度の断層変位

航路

主塔

ボーリング調査

ボーリング調査 ボーリング調査
ボーリング調査

←下関側 小倉側→

3911.09m

1990.68m960.15m 960.26m

0.15m

0.32m
0.13m 1.33m

0.01m

0.26m
0.21m

1.09m

0.84m0.19m0.09m

明石海峡大橋

（調査方針）
・航路外に設置する主塔周辺（4箇所）で調査を実施、断層有無を確認。

○橋梁の地質（断層）調査における影響 ○橋梁の断層リスクへの対応（事例：明石海峡大橋）

○有識者意見2)

・吊橋構造として、主ケーブルと主塔の健全性を確保することが重要。
・断層位置を避けて主塔を設置することが断層変位に対応するための前提条件で
あり、そのためには、主塔部等でのボーリング調査が必要。

・規模の大きな吊橋であるため、断層変位の影響に対して鈍感である。
・断層変位にともなう地震動や基礎の変位が推定よりも大きくなる可能性があること
についても、橋全体に与える影響をできるだけ緩和するような構造上の工夫3)もあ
る程度可能である。

2)国の研究機関、橋梁構造に精通した学識経験者の意見
3）支承等を損傷させることで、主要部材等に過大な力を作用させず、橋全体の健全性を確保する等。

アンカレイジアンカレイジ

出展:｢兵庫県南部地震の明石海峡大橋への影響」橋梁と基礎1998.8 p95より

図 明石海峡大橋の地震後の影響

数値：変位量 ：変位の方向
図 調査イメージ

凡例



27４－２．構造形式の設定

○海峡部に活断層が存在する可能性がある海底となるため、断層変位に対して止水性を確保することが必要。
○地質（断層）調査が、トンネル全線に渡り、航路内での調査も必要であるため、期間が長く、航行船舶への影響

も大きい。
○断層変位が生じた場合、止水性の確保への対応に課題。

③断層リスクへの対応（トンネル案）

下関北九州道路計画検討会資料より作成

断層変位によるトンネルのズレ
（崩壊）

トンネルの地質（断層）調査における影響

断層位置
の調査

（音波探査
＋

ボーリング）

調査箇所 トンネル全線（航路内含む）。

調査範囲 広い範囲で調査が必要（路線全体）。

調査期間2) 長期間の調査が必要（路線全体）。

船舶への
影響

航路内も含めた調査となるため、船舶へ
の影響が大きい（トンネル全線）。

1)ボーリング調査の他、音波探査、調査坑等の方法がある。
2)海峡部におけるボーリング調査は１ヶ月/本程度を要する。

熊本地震（2016年）
・約0.1mの断層変位が発生。
・覆工コンクリートが損傷。

航路

航路内のボーリング調査

ボーリング調査

←下関側 小倉側→

（調査方針）
・断層の有無に関わらず、断層位置を把握する必要があるため、
路線全体に渡り調査を実施。

○トンネルの地質（断層）調査における影響 ○トンネルの断層リスクへの対応（事例：俵山トンネル）

○有識者意見3)

・海底トンネルであるため、止水性の確保が重要。
・断層変位に対する対策案の検討に際して、地質、断層位置・幅・変位量等の調査

を広範囲に行う必要がある。なお、詳細に調査を実施しても不確実性は残る。
・当該地域の地質条件（岩盤が主体、想定変位量３ｍ4) ）における海底トンネルの

施工実績は無いため、対応可能な工法の検討が必要。
・想定外の箇所での変位や想定自体も難しい変位量への（設計上等での）対応は困難。
・対策する場合は費用と工期に与える影響が大きい。また、変位量、位置の予測に

対する余裕を取る場合、更に費用と工期に与える影響が大きくなる。

図 調査イメージ（ボーリング調査の場合）1)

断層変位による損傷状況

凡 例

：活断層

俵山トンネル

産総研：活断層ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより

3)国の研究機関、トンネル構造に精通した学識経験者の意見
4)地域評価のための活断層調査（九州地域）H26年度成果報告より（国立研究開発法人産業技術総合研究所H27.5）



28４－２．構造形式の設定

○気象（風速）：関門橋と近接する彦島大橋等では時間帯により風速が異なる。また、最大風速は類似の
来島海峡大橋と同程度。

○海象（潮流）：関門橋部の最大潮流速は類似の来島海峡大橋と同程度。また、各ルート上の平均潮流速は
関門橋部を下回る。

④気象、海象条件

下関北九州道路計画検討会資料より作成

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

関門橋 彦島大橋 都市高速

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

関門橋
平均6.7ノット

平均2.9ノット

平均1.7ノット

平均3.8ノット

○気象（風速）

・過去10年間の年間最大瞬間風速2)

1) 関門橋：NEXCO受領データ（正時の平均風速）、彦島大橋：山口県受領データ（正時の平均風速）
2) 各橋梁近傍の気象観測所データ：①明石観測所、②下関地方気象台、③大三島観測所

3) 第6214号 関門海峡潮流図（西流最強時），海上保安庁，H18.2に各ルート及び各地点の値を加筆

・関門橋、彦島大橋等における時間帯別の風速1）

（関門橋通行止め日：平成30年10月6日）

関門橋が強い時間帯もあれば、
彦島大橋等が強い時間帯もある

・関門海峡及び来島海峡の潮流速3)

最大風速は同程度

最大9.4ノット
最大10.3ノット

来島海峡大橋
【しまなみ海道】関門橋

【関門自動車道】

○海象（潮流）

（時間帯）

（
1
0
分

平
均

風
速

（
m

／
s）

）

（年）

関門橋通行止め

※流向および流速は大潮期の平均のものである。

平
均

潮
流

速
（
ノ

ッ
ト

）

※ノット：1時間に1海里（1.852km）進む速さ。



29４－２．構造形式の設定

○関門航路全体では1000隻/日程度の船舶が航行。
○各ルートの航路幅は1150m～1650m程度（明石海峡大橋（最大支間長1991m））
○航路内での調査や施工、供用後の構造物においても、航行する船舶等への影響に留意が必要。

⑤航路条件

下関北九州道路計画検討会資料より作成

Ａルート帯

Ｃルート帯
Ｂルート帯

航路幅：1,300m
航路幅：1,150m

航路幅：1,650m

＜調査による影響＞

＜施工時・供用後による影響＞

・航路内でのボーリング調査等は、航行船舶等への配慮が必要。

・航路内での施工は、航行船舶等への配慮が必要
・特に、沈埋トンネルは、航路内での施工範囲が広く、期間も長いため、
航行船舶等への影響が大きい。

・供用後の橋梁は、航路外の主塔等であっても航行船舶等への配慮が必要｡

○関門海域の通行船舶数
・調査期間：平成25年10月1日～10月3日
・船舶数 ：3,203隻

○航路幅・高さの状況

・航路高は、関門橋（61m）と同等を確保。
・航路幅は最大1,650m程度の箇所を横断する。

○航路部における留意事項

出典：（左写真）直下吊り桁架設の状況／本州四国連絡高速道路株式会社 ホームページ
：（右写真）沈埋トンネル工法と施工事例／社団法人 日本埋立浚渫協会／平成10年4月／p105

出典：平成25年度関門航路周辺船舶航行実態解析調査（九州地方整備局 関門航路事務所） 出典：（左写真）海上ボーリングの状況／一般社団法人 佐賀県地質調査業協会 ホームページ
：（右図）海上音波探査の状況／独立行政法人 産業技術総合研究所

・特に、トンネルの地質（断層）調査は、航路内も含めた調査となるため、
航行船舶等への影響が大きい。



30４－２．構造形式の設定 下関北九州道路計画検討会資料より作成

○地質、気象、海象等の調査、有識者への意見聴取結果等を踏まえ、海上部の概略構造検討に必要な条件等を整理。
○地域が重視する道路交通等へ与える影響１)､海上部の概略構造の適用可能性等を踏まえ、橋梁案が妥当。

○気象、海象、地質、航路条件に対する海上部の概略構造の適用可能性

橋梁 トンネル

車両の通行制限 危険物積載車両が通行可能
危険物積載車両が通行不可
（危険物積載車両の交通需要は1700台／日程度）

異常気象による影響
風による影響を受けるが、関門橋との同時通行止めについて、
一概に言えない。

風による影響を受けない。

地震時（断層変位）の
影響

ケーブルによる吊構造であり、断層変位による影響を
受けにくく短期間で機能回復を図ることが可能

地盤と一体構造であり、断層変位による影響を受けやすく
短期間で機能回復を図ることが困難

走行の快適性、開放感 走行の快適性や開放感を確保可能 開放感の確保が困難

４) 平成３０年度の地域による調査において、地域住民・企業等への意見聴取の結果、特に重視すべきと評価された項目に加筆。

【参考】道路交通等へ与える影響４)

橋梁 トンネル

地質（断層）
・活断層の不確実性３）等への柔軟な対応が可能。

※調査範囲が限定的で､期間が短い。 （主塔等（4箇所））
・活断層の不確実性３)､止水性の確保への対応に課題。

※調査範囲が広く､期間が長い｡（トンネル全線(約 2～3km））

気象･海象
・風、潮流の影響を受けるが、他事例で実績あり。

（風速：関門橋29.3m/s、明石海峡大橋39.3m/s）
（潮流：関門橋最大9.4ﾉｯﾄ２）、来島海峡大橋最大10.3ﾉｯﾄ）

・風、潮流の影響を受けない。

航路

（施工時）
・航路内での施工（架設）範囲が狭く、規制期間も短い。

（供用後）
・航路外の主塔等であっても航行船舶等への配慮が必要。

※断層調査する場合、航路内の作業なし。

（施工時）
・NATM、ｼｰﾙﾄﾞ： 航路内での施工が生じない。
・沈埋ﾄﾝﾈﾙ ： 航路内での施工(掘削､沈設等)範囲が広く､

規制期間が長い。
（供用後）
・航行船舶等に影響しない。

※断層調査する場合､航路内作業により船舶に影響

３) 活断層の有無、位置、変位量等が不明確

１) 地域住民・企業等の意見を踏まえた地域による調査（H30）においても、橋梁案が比較的優位

２)ノット：1時間に1海里（1.852km）進む速さ

⑥海上部の概略構造の適用可能性検討（まとめ）



31４－３．ルート帯案選定にあたってのコントロールポイント

○対象地域には、火力発電所や製鉄所等の大規模施設や学校、神社仏閣、文化財等の避けるべき箇所や、
市役所や病院、物流拠点、観光地等のアクセスすべき箇所などのコントロールポイントが存在する。

凡 例
市役所
区役所
学校
病院（第２次・第３次）
神社・仏閣・墓地
大規模施設（火力発電・製鉄所等）
工場・商業施設等
集落・市街地等
公園
自然公園（国立・国定）
重要な動物種の生息地
重要な植物種・群落の生育地
生態系の保全上重要であって
まとまって存在する自然環境
主要渋滞箇所
指定文化財（史跡・建造物）
津波浸水想定区域
河川洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域
景観資源
観光地
物流拠点（鉄道）
物流拠点（港湾）
クルーズ船着岸地区
ターミナル
その他公共施設等

495

響灘地区
次世代産業が集積するエリア

中国縦貫自動車道

252

250

日明地区
工業地域

火力発電所

備蓄タンク

瀬戸内海国立公園

北九州国定公園

北九州国定公園

下関IC

門司港IC

門司IC

春日

大里

勝山

下到津 富野

日明

西港戸畑若戸

愛宕JCT

東港JCT サッカー場
総合展示場

小倉都心

下関市街地

製鉄所

製鉄所

し尿処理施設・彦島工場

荒田港

海水浴場

下関漁港・南風泊地区
老の山公園

1km 2km 4km

大手町
足立

篠崎北

篠崎南

紫川JCT

山路

新門司IC
小倉北

東田

枝光

258

下関北九州道路計画検討会資料より作成
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495

響灘地区
次世代産業が集積するエリア

中国縦貫自動車道

252

250

日明地区
工業地域

火力発電所

備蓄タンク

瀬戸内海国立公園

北九州国定公園

北九州国定公園

下関IC

門司港IC

門司IC

春日

大里

勝山

下到津 富野

日明

西港戸畑若戸

愛宕JCT

東港JCT サッカー場
総合展示場

小倉都心

下関市街地

製鉄所

製鉄所

し尿処理施設・彦島工場

荒田港

海水浴場

下関漁港・南風泊地区
老の山公園

1km 2km 4km

大手町
足立

篠崎北

篠崎南

紫川JCT

山路

新門司IC
小倉
北

東
田

枝
光

258

４－４．ルート帯案の概要

○【案①】臨海部の産業拠点の連絡性を高める案
○【案②】両市中心部を結ぶとともに、集落や市街地を可能な限り回避した案
○【案③】両市中心部を結ぶとともに、海峡渡河部の距離を最小とした案

■比較ルート帯案の設定

凡 例
市役所
区役所
学校
病院（第２次・第３次）
神社・仏閣・墓地
大規模施設（火力発電・製鉄所等）
工場・商業施設等
集落・市街地等
公園
自然公園（国立・国定）
重要な動物種の生息地
重要な植物種・群落の生育地
生態系の保全上重要であって
まとまって存在する自然環境
主要渋滞箇所
指定文化財（史跡・建造物）
津波浸水想定区域
河川洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域
景観資源
観光地
物流拠点（鉄道）
物流拠点（港湾）
クルーズ船着岸地区
ターミナル
その他公共施設等



33４－４ ．ルート帯案の概要 【案①】別線案（臨海部迂回ルート）

○臨海部の産業拠点の連絡性を高める案。

■ポイント

内容

・臨海部の産業拠点の連絡性が高いルート。
・小倉都心部から離れるため、両市中心部間の
移動に時間を要する。

・集落や市街地を概ね回避するため、生活環境
へ影響を与える可能性は小さい。

・工業地域を通過するため、事業所の移転等は
最も多い。

■断面図

凡 例
市役所
区役所
学校
病院（第２次・第３次）
神社・仏閣・墓地
大規模施設（火力発電・製鉄所等）
工場・商業施設等
集落・市街地等
公園
自然公園（国立・国定）
重要な動物種の生息地
重要な植物種・群落の生育地
生態系の保全上重要であって
まとまって存在する自然環境
主要渋滞箇所
指定文化財（史跡・建造物）
津波浸水想定区域
河川洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域
景観資源
観光地
物流拠点（鉄道）
物流拠点（港湾）
クルーズ船着岸地区
ターミナル
その他公共施設等

495

響灘地区
次世代産業が集積するエリア

中国縦貫自動車道

252

250

日明地区
工業地域

火力発電所

備蓄タンク

北九州国定公園

北九州国定公園

下関IC

門司港IC

門司IC

春日

大里

勝山

下到津 富野

日明

西港戸畑若戸

愛宕JCT

東港JCT サッカー場
総合展示場

小倉都心

下関市街地

製鉄所

製鉄所

し尿処理施設・彦島工場

荒田港

海水浴場

下関漁港・南風泊地区
老の山公園

1km 2km 4km

大手町
足立

篠崎北

篠崎南

紫川JCT

山路

新門司IC
小倉北

東田

枝光

258

【案①】別線案
（臨海部迂回ルート）

■起終点（接続位置）

起点部：旧彦島有料道路
終点部：北九州都市高速道路

（若戸トンネル）

瀬戸内海国立公園



34４－４ ．ルート帯案の概要 【案②】別線案（集落・市街地回避ルート）

○両市中心部を結ぶとともに、集落や市街地を可能な限り回避した案。

■ポイント

・両市中心部間を結ぶことで、両市中心部の
移動時間が短いルート。

・集落や市街地を概ね回避するため、生活
環境へ影響を与える可能性は小さく、家屋
の移転等も少ない。

内容

凡 例
市役所
区役所
学校
病院（第２次・第３次）
神社・仏閣・墓地
大規模施設（火力発電・製鉄所等）
工場・商業施設等
集落・市街地等
公園
自然公園（国立・国定）
重要な動物種の生息地
重要な植物種・群落の生育地
生態系の保全上重要であって
まとまって存在する自然環境
主要渋滞箇所
指定文化財（史跡・建造物）
津波浸水想定区域
河川洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域
景観資源
観光地
物流拠点（鉄道）
物流拠点（港湾）
クルーズ船着岸地区
ターミナル
その他公共施設等

■断面図

■起終点（接続位置）

起点部：旧彦島有料道路
終点部：北九州都市高速道路258

495

響灘地区
次世代産業が集積するエリア

中国縦貫自動車道

252

250

日明地区
工業地域

火力発電所

備蓄タンク

瀬戸内海国立公園

北九州国定公園

北九州国定公園

下関IC

門司港IC

門司IC

春日

大里

勝山

下到津 富野

日明

西港戸畑若戸

愛宕JCT

東港JCT サッカー場
総合展示場

小倉都心

下関市街地

製鉄所

製鉄所

し尿処理施設・彦島工場

荒田港

海水浴場

下関漁港・南風泊地区
老の山公園

1km 2km 4km

大手町
足立

篠崎北

篠崎南

紫川JCT

山路

新門司IC
小倉北

東田

枝光



35４－４ ．ルート帯案の概要 【案③】別線案（海峡渡河幅最小ルート）

○両市中心部を結ぶとともに、海峡渡河部の距離を最小とした案。

495

響灘地区
次世代産業が集積するエリア

中国縦貫自動車道

252

250

日明地区
工業地域

火力発電所

備蓄タンク

北九州国定公園

北九州国定公園

下関IC

門司港IC

門司IC

春日

大里

勝山

下到津 富野

日明

西港戸畑若戸

愛宕JCT

東港JCT サッカー場
総合展示場

小倉都心

下関市街地

製鉄所

製鉄所

し尿処理施設・彦島工場

荒田港

海水浴場

下関漁港・南風泊地区
老の山公園

1km 2km 4km

大手町
足立

篠崎北

篠崎南

紫川JCT

山路

新門司IC
小倉北

東田

枝光

■ポイント

・国道199号を活用し、海峡部の延長が最も短
くなるよう配慮したルート。

・国道199号沿いの集落や市街地を通過するた
め、生活環境へ影響を与える可能性は大きく、
家屋や事業所の移転等も多い。

内容

瀬戸内海国立公園
■断面図

凡 例
市役所
区役所
学校
病院（第２次・第３次）
神社・仏閣・墓地
大規模施設（火力発電・製鉄所等）
工場・商業施設等
集落・市街地等
公園
自然公園（国立・国定）
重要な動物種の生息地
重要な植物種・群落の生育地
生態系の保全上重要であって
まとまって存在する自然環境
主要渋滞箇所
指定文化財（史跡・建造物）
津波浸水想定区域
河川洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域
景観資源
観光地
物流拠点（鉄道）
物流拠点（港湾）
クルーズ船着岸地区
ターミナル
その他公共施設等

■起終点（接続位置）

起点部：旧彦島有料道路
終点部：北九州都市高速道路258



36４－５．ルート帯案の比較評価

評 価 項 目 【案①】別線案（臨海部迂回ルート） 【案②】別線案（集落・市街地回避ルート） 【案③】別線案（海峡渡河幅最小ルート）

項 目 評 価 指 標

臨海部の産業拠点の連絡性を高める案

起点部：旧彦島有料道路
終点部：北九州都市高速道路（若戸トンネル）

両市中心部を結ぶとともに、
集落や市街地を可能な限り回避した案

起点部：旧彦島有料道路
終点部：北九州都市高速道路

両市中心部を結ぶとともに、
海峡渡河部の距離を最小とした案

起点部：旧彦島有料道路
終点部：北九州都市高速道路

延長 約12km （海峡部：約2.8km） 延長 約8km （海峡部：約2.2km） 延長 約10km （海峡部：約2.0km）

政
策
目
標

【暮らし】
両市の中心部を近づける
ことで、交流人口の増加、
生活圏の拡大を図る

両市(下関市・北九州市)
中心部の移動時間短縮

・両市中心部間の移動時間は現況と変わらない

(現況28分→整備後28分)

・両市中心部間の移動時間が現況より約7分短縮

(現況28分→整備後21分)

・両市中心部間の移動時間が現況より約6分短縮

(現況28分→整備後22分)

両市からの30分圏域人口

・両市からの移動時間の短縮が図られ、両市30分

圏域は拡大するが、他案より劣る

(現況21万人→整備後26万人)

・両市からの移動時間の短縮が図られ、両市30分

圏域は拡大する

(現況21万人→整備後59万人)

・両市からの移動時間の短縮が図られ、両市30分

圏域は拡大する

(現況21万人→整備後56万人)

並行現道の渋滞緩和
・通過交通などが別線へ転換し、現道(国道2号・国道

3号等)の渋滞緩和が図られるが、他案より劣る

・通過交通などが別線へ転換し、現道(国道2号・国道

3号等)の渋滞緩和が図られる

・通過交通などが別線へ転換し、現道(国道2号・国道

3号等)の渋滞緩和が図られる

【産業・物流】
本州や九州の玄関口である
多様な産業・物流の拠点の
連絡性を高め、多重性を
確保し、円滑で安定した
物流を実現

物流拠点と広域エリア
(九州・本州)への速達性
(広域物流の効率化)

・九州・本州への長距離輸送の効率性が向上。

（八幡IC・下関ICへの速達性が物流3拠点で向上）

・九州・本州への長距離輸送の効率性が向上。

（八幡IC・下関ICへの速達性が物流6拠点で向上）

・九州・本州への長距離輸送の効率性が向上。

（八幡IC・下関ICへの速達性が物流6拠点で向上）

産業拠点間の輸送時間の
短縮
(沿線地域間の輸送効率化)

・産業拠点間の速達性が向上し、自動車部品などの
企業間取引を支援

・臨海部の産業拠点の輸送の効率化が図られ、
特に響灘地区については他案よりも優れている
（響灘地区～彦島西山・福浦地区の輸送時間：

現況57分→将来17分)

・産業拠点間の速達性が向上し、自動車部品などの
企業間取引を支援

・臨海部の産業拠点の輸送の効率化が図られる
（響灘地区～彦島西山・福浦地区の輸送時間：

現況57分→将来28分)

・産業拠点間の速達性が向上し、自動車部品などの
企業間取引を支援

・臨海部の産業拠点の輸送の効率化が図られる
（響灘地区～彦島西山・福浦地区の輸送時間：

現況57分→将来32分)

【観光】
関門海峡のまわりに点在す
る観光資源を有機的に繋げ、
海峡を跨いだ循環型周遊
ルートを形成

両市間を30分以内で移動
可能な主要観光地数
(循環型周遊観光の実現)

・30分以内で移動可能な主要観光地数は現況と

変わらない

(現況7ペア→整備後7ペア)

・30分以内で移動可能な主要観光地数が7ﾍﾟｱ増加

(現況7ペア→整備後14ペア)

・30分以内で移動可能な主要観光地数が5ﾍﾟｱ増加

(現況7ペア→整備後12ペア)

クルーズ船からの移動時間
が短縮する主要観光地数
(観光ｸﾙｰｽﾞの魅力向上)

・大型クルーズ船が寄港する港からの移動時間が

短縮する主要観光地が6箇所

・大型クルーズ船が寄港する港からの移動時間が

短縮する主要観光地が8箇所

・大型クルーズ船が寄港する港からの移動時間が

短縮する主要観光地が8箇所

【代替路】
災害や事故、補修工事等に
よる通行止め時における
「関門橋」や「関門トンネル」
の代替路（バイパス）として
の機能を有する

関門橋・関門トンネル通行
止め時の代替機能の確保

・関門橋、関門トンネルの通行止め時の広域的な
代替機能を確保
（下関IC～八幡ICの所要時間：

平常時28分→災害時(整備後)42分）

・関門橋、関門トンネルの通行止め時の広域的な
代替機能を確保
（下関IC～八幡ICの所要時間：

平常時28分→災害時(整備後)38分）

・関門橋、関門トンネルの通行止め時の広域的な
代替機能を確保
（下関IC～八幡ICの所要時間：

平常時28分→災害時(整備後)39分）

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活環境※ 大気質・騒音への影響
・集落・市街地を概ね回避するため、影響を与える

可能性は小さい
・集落・市街地を概ね回避するため、影響を与える

可能性は小さい
・集落・市街地を通過するため、影響を与える可能性
は大きい

自然環境※
動植物の生息・生育地、
生態系等への影響

・自然環境を考慮すべき箇所を概ね回避するが、
一部を改変する可能性があるため他案と比べて
影響は大きい

・自然環境を考慮すべき箇所を概ね回避するため、
影響を与える可能性は小さい

・自然環境を考慮すべき箇所を概ね回避するため、
影響を与える可能性は小さい

景観※ 景観資源への影響
・景観資源を通過するため、影響を与える可能性が
ある

・景観資源を通過するため、影響を与える可能性が
ある

・景観資源を通過するため、影響を与える可能性が
ある

家屋への影響
移転が必要となる
家屋等の数

・沿道に隣接する家屋や事業所が多く、移転等は

最も多い
・家屋・事業所の移転等は少ない ・家屋・事業所の移転等は多い

施工中の影響
施工中における交通や
生活環境等への影響

・集落・市街地を概ね回避するが、工業地域を通過

するため、施工中に影響を与える可能性がある

・集落・市街地を概ね回避するが、工業地域を通過

するため、施工中に影響を与える可能性がある

・集落・市街地・工業地域を通過するため、施工中に

影響を与える可能性が最も大きい

コスト 整備に要する費用
約４，２００～５，２００億円

（うち海峡部：約２，６００～３，２００億円）

約２，９００～３，５００億円

（うち海峡部：約１，９００～２，３００億円）

約３，０００～３，６００億円

（うち海峡部：約１，８００～２，２００億円）

※自動車の走行や道路の存在に伴い影響を及ぼす可能性のある事項を整理。



37

５．意見聴取方法（案）



38５ー１．意見聴取方法について

※１ ヒアリングは、沿線自治体へ対面方式での意見聴取。
※２ アンケートは、団体や企業等へ、アンケート用紙を配布し意見聴取。
※３ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取。

（１世帯あたり、アンケート回答用返信はがきを４枚同封予定）
※４ 広域的移動が想定される企業・団体については、ヒアリング調査により意見聴取。
※５ オープンハウスは、各自治体市役所等での説明。アンケート票による意見聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。
※６ 留置きは、高速道路のサービスエリア等にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取。

〇意見聴取は、沿線自治体へのヒアリング、団体および企業、沿線住民への
アンケートに加え、オープンハウス、留置きを実施予定。

北九州市
81万人

下関市
22万人

▲ 地域住民意見聴取範囲

意見聴取の対象

対象者

ヒアリング ※１
【沿線自治体】山口県・下関市・福岡県・北九州市への意見聴取

沿線自治体：山口県・下関市・福岡県・北九州市 ４自治体

アンケート ※２
※３
※４

【団体・企業等】中国・九州地方の各団体・関係企業へ、アンケート用紙を配布し意見聴取

各団体等：トラック協会、タクシー協会、バス協会、消防本部、農業協同組合、漁業協同組合、警察署、観光協会、
商工会議所、医療機関、医師会 等

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 等
約５２０団体・企業

【地域住民】沿線の下関市・北九州市の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取

下関市 (約22万人) 約１，６００部(抽出)

北九州市 (約81万人) 約５，６００部(抽出)

オープンハウス
（ヒアリング） ※５

【地域住民】沿線の下関市・北九州市の市役所・区役所等にオープンハウスを設置

下関市 ：下関市役所 等
北九州市：門司区役所、小倉北区役所、戸畑区役所、若松区役所 等

５箇所程度

留置き ※６

【道路利用者等】高速道路のサービスエリア等にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取

宮島SA（上り・下り)、美東SA(上り・下り)、壇ノ浦PA(下り)、周防灘ＰＡ（上り・下り）、めかりPA(上り)、
古賀SA(上り・下り)、基山PA(上り・下り)、今川ＰＡ（上り・下り）
道の駅「北浦街道 豊北」、「蛍街道 西ノ市」、「きくがわ」、「むなかた」、「豊前おこしかけ」
山口県庁、福岡県庁 等

２０箇所程度



39５ー２．意見聴取（案）の概要

〇意見聴取は、地域がより重視する政策目標や配慮事項に関して評価指標等を用いて意見を伺い、ルート帯や
対応方針（案）の検討の参考とする。

○アンケートの設問の設定（一部抜粋）

＜比較ルート帯案（複数案）に対する意見＞
問：下関市～北九州市間が早く移動できること
問：下関市と北九州市においてより多くの人が交流できること
問：国道２号・国道３号などの渋滞が少なくなること

【暮らし】

両市の中心部を近づけること
で、交流人口の増加、生活圏
の拡大を図る

＜比較ルート帯案（複数案）に対する意見＞
問：関門橋・関門トンネルの通行止め時（災害・事故・補修工事等）

に代替路として使用できること

＜政策目標＞ アンケートにおける質問事項

生活環境・自然環境

への影響

問：生活環境（大気質・騒音）への影響が小さいこと
問：自然環境（貴重な動植物や生態系など）への影響が小さいこと

アンケートにおける質問事項

経済性への配慮 問：整備費用が安いこと

＜配慮事項＞

【代替路】

災害や事故、補修工事等
による通行止め時における
「関門橋」や「関門トンネル」
の代替路（バイパス）として
の機能を有する

＜評価指標(例)＞

・両市中心部の
移動時間短縮

・並行現道の渋滞緩和

・関門橋・関門トンネル
通行止め時の代替機能
の確保

＜評価指標(例)＞

・大気質・騒音への影響
・動植物の生息・生育地、

生態系等への影響

・整備に要する費用
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①調査概要

〇アンケート調査の趣旨やアンケートの対象者、今後の手続きの流れ等の説明。

下関北九州道路の道路計画に関する
アンケートにご協力をお願いいたします

下関北九州道路は下関市、北九州市の都心部を結び、関門地域の

一体的発展を目的とした道路です。

本調査は、下関北九州道路に関する道路整備の計画検討を進めるに

あたり、最適なルート帯の検討に必要な重視すべき事項についてご意見

を頂くことを目的としています。

皆様のご協力をお願いいたします。

※本事業は、環境影響評価法（平成９年法律第８１号）に基づく計画段階環境配慮書（配慮書）の

対象事業となることがあり、この意見聴取は環境影響評価法に基づく配慮書の案についての

意見聴取の手続きを兼ねています。

○下記の方法でご回答ください。
【方法】 同封しています「返信はがき」にご記入頂き、

令和２年●月●日（● ）までに、
切手を貼らず郵便ポストへご投函をお願いいたします。

■アンケート対象者

本アンケートは、下関市、北九州市にお住まいの方から無作為に

抽出し配布しています。

〇本アンケートは、配布させて頂いた世帯のご家族の方を対象と

考えております。お手数とは思いますが、アンケート回答への

ご協力をお願いいたします。

〇幅広い年齢層の方からのご意見をお伺いしたい為、ご家族皆様へ

のご協力をお願いしたく、「アンケート回答用 返信はがき」を

４枚同封させて頂いております。

（対象は１８歳以上としております。ご家族構成にあわせて必要枚数

をご利用下さい。）

■回答の提出方法及び締切
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①調査概要

〇政策目標や配慮事項、アンケートの質問内容等の説明。



42５ー３．住民アンケート（案）について

〇各ルート帯案の立案趣旨や概要の説明。

：臨海部の産業拠点の連絡性を高める案
：両市中心部を結ぶとともに、集落や市街地を可能な限り回避した案
：両市中心部を結ぶとともに、海峡渡河部の距離を最小とした案

案①
案②
案③

◆アンケート調査（案）のイメージ

②アンケート調査票

凡 例
市役所
区役所
学校
病院（第２次・第３次）
神社・仏閣・墓地
大規模施設（火力発電・製鉄所等）
工場・商業施設等
集落・市街地等
公園
自然公園（国立・国定）
重要な動物種の生息地
重要な植物種・群落の生育地
生態系の保全上重要であって
まとまって存在する自然環境
主要渋滞箇所
指定文化財（史跡・建造物）
津波浸水想定区域
河川洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域
景観資源
観光地
物流拠点（鉄道）
物流拠点（港湾）
クルーズ船着岸地区
ターミナル
その他公共施設等

495

響灘地区
次世代産業が集積するエリア

中国縦貫自動車道

252

250

日明地区
工業地域

火力発電所

備蓄タンク

瀬戸内海国立公園

北九州国定公園

北九州国定公園

下関IC

門司港IC

門司IC

春日

大里

勝
山

下到津 富野

日明

西港戸畑若
戸

愛宕JCT

東港JCT サッカー場
総合展示場

小倉都心

下関市街地

製鉄所

製鉄所

し尿処理施設・彦島工
場

荒田港

海水浴場

下関漁港・南風泊地区
老の山公園

1km 2km 4km

大手
町 足立

篠崎
北
篠崎
南

紫川
JCT

山路

新門司IC
小倉
北

東
田

枝
光

258
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②アンケート調査票

〇各ルート帯案の比較表の説明。

※自動車の走行や道路の存在に伴い影響を及ぼす可能性のある事項を整理。
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③返信用はがき（住民アンケート（案））
（裏 面）（表 面）




